
H27年 6月度グリーン委員会護謨議事録と報告 

 

日時：H27年 6月 14日（日） 

於：BWCラウンジ中 2階 

出席者：井尻則子、大槻次郎、吉野弘子、山本義之、中村美保、小賀坂善久、吉田望、村

岡純一、村岡早苗（順不同） 

野口敏、児玉昇（ミーティングのみ） 

本吉キーパー、雪副支配人 

 

●平塚プロによるレッスン＆視察コンペ後、ミーティングを行い、各自気づいた点を出し

合った。 

・2Hカート道（右１５０ｙ杭、一本木マウンド前）ボール飛び跳ね防止ゴムが傷んで、盛

り上がってしまっている。危険である。 

→補修を試みたが、再び傷んでしまった。ゴムを変えるなど、対策を検討している（本吉

キーパー、以下同） 

・8Hの白ティグランドからカートに戻るのに、階段などの通り道がほしい。傾斜で滑る可

能性がある。 

・7Hティグランドの芝がはげていまっている。 

→現在、芝に、「ネグロスティックリングスポット」と「ジョージアディクトライン」とい

う病気が出ている。 

今年の春～初夏の気候のせいで、対策の薬剤を散布済みだが、回復には時間がかかると思

う。 

 

●平塚プロより講評及び近況報告 

「一人ひとり、それぞれ注意点は違うので、それをポイントアドバイスしている。それ以

外に心がけてほしいのは、好不調の波を少なくすること。自分なりの安定したゴルフを目

指してほしい。 

自分の試合は、来週、『ミュゼプラチナ杯』というチャレンジ戦に参戦予定」。 

 

●前回（5月）委員長より提案のあった、「平塚プロによるホールロケーションのコンペ（通

称ヒラツカップ）」について 

「8月に、平塚プロによるホールロケーション（カップ位置）を使ってのコンペを行う。難

しい位置のカップにチャレンジし、パット数の少なさを競うコンペとする予定」。 

 

●野口役員から、「対コジロー社債務への対応」の説明があった（配布資料あり）。 

グリーン委員会メンバーからの質疑は以下のとおり。 



「資金協力の対象となるアクティブメンバーとは、どのメンバーを指すのか？」 

→資料にもあるが、年会費を納入しているメンバー全員を指す。休会者でも会費を納入し

ている場合は含まれる（以下野口役員）。 

「払い込みの時期はいつか？」 

→2015年 11月末まで。 

「どの提案を選択するかの意思決定はいつごろまでにするのか？」 

→払い込みに間に合うよう、11月より前ということになる。 

「選択しない場合はどのような措置が取られるのか？」 

→役員会でも、いろいろな案が出て、練ってきての結論なので、「できるだけ無理なく公平

に負担を」という意図を汲んで、全員にご協力いただきたい。 

 

 

次回理事会への付議事項 

なし 

 

 

次回のグリーン委員会は 7月 19日（日）です。 


